
■ 1つのﾃﾝｼｮﾝ指令で複数系統を順番に灌水す
る「連動ﾓｰﾄﾞ」と系統毎のﾃﾝｼｮﾝ指令で単独
に灌水する「単独ﾓｰﾄﾞ」の切替が可能

作物に適した灌水管理

② 土壌水分連動制御は

■ 系統ごとに灌水時間の設定が可能

灌水指令機の主な特徴
① 土壌水分連動制御，ﾀｲﾏｰ制御の選択が可能

■ 植物の水分ストレスから灌水方法を決定
■ トマト，イチゴ，アスパラガス，レモンなど
■ 生育の適正化，収量 up!

■ 灌水後，一定時間の待機時間を設定でき，
過灌水による過湿を回避

■ 手動でバルブを開け閉めしており，灌水に必要な作業時間を削減したい
■ タイマー制御で，天候による土壌の乾湿がある（例 晴天時は乾燥，雨天時は過湿）
■ 品目や生育ｽﾃｰｼﾞが異なる作物を栽培しているので，それぞれで制御したい

こんな問題も解決 

■ 土壌が設定した乾燥状態になると，自動で
任意の水量を灌水

土壌水分を適正化

乾燥

過湿
時間
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灌水全般について 灌水指令機についてお
問
合
せ

自動灌水システムで土壌水分の適正化と作業時間の削減

■ 根域土壌の水分状態の適正化で生育・収量アップ 
■ 灌水に必要な作業を大幅削減 労働生産性の向上

ﾀｲﾏｰ制御
(晴天)

ﾀｲﾏｰ制御
(曇雨天)

自動灌水
（常に適正）適正域

遠隔ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
土壌水分状態を
ｽﾏﾎ等で確認 

灌水

システムのイメージ

※ 別途，ﾛｶﾞｰ
と 通信機が必要

灌水システムの動作イメージ

灌水指令機
（灌水の指示）

ﾃﾝｼｮﾝﾒｰﾀｰ
（土壌水分を計測）

乾
燥
を
検
知

①

指
令

②

灌
水

③電磁弁
（灌水を制御）

注意 タイマー制御は，晴天日が続くと乾燥，
曇天日が続くと加湿状態となる場合があります。



pF値により自動灌水土壌水分制御

時間制御

【制御方法】

※ 本製品は，広島県の開発技術を活用しています。

ｾｰﾙｽﾎﾟｲﾝﾄ 
連動ﾓｰﾄﾞ 1つの指令（ﾃﾝｼｮﾝ入力）で全ての系統を順番に灌水
単動ﾓｰﾄﾞ 系統毎の指令（ﾃﾝｼｮﾝ入力）で乾燥した系統のみ灌水

切り替え 可能
1台で どちらでも 

① 土壌水分連動制御 テンションメーターで土壌水分を計測し，
設定した乾燥状態に達した時点で灌水開始

制御方法

灌水時間 1秒  10時間 （系統毎に設定可） 土壌条件，品目，水圧等
により灌水時間を設定 

制御系統数 4 系統 （ 追加料金で 5系統以上も可 ）

使用電圧 AC100 V

待機時間 灌水後、次の灌水まで灌水停止の時間 を任意に設定可能 過灌水防止機能 

■ 灌水指令機の仕様

②タイマー制御 設定した時刻に，任意の時間で灌水

出力電圧 DC 24 or AC 100V
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Memo

左 灌水指令制御盤
右 デジタルセンサ
（テンション（pF）メーター，土壌水分張力）

農作物への灌水を制御
して増収，品質向上をUP 

センサ

乾燥

自動灌水

湿潤

乾燥

灌水開始

湿潤

灌水停止

設定した時間に灌水

■ センサの仕様

センシング方法 テンションメーター（土壌水分張力（ｐF））

入力 DC24V，接点出力

寸法

アナログ出力1 5V（モニタリングに使用可能）

センサで圃場の水分状態を検知し自動灌水

切り替可能，1台で どちらでも 

型式 KFA21-016CP

寸法・重量 W×D×H 350×150×375mm（突起を除く）

出力

17φ，長さ 40，60cm

型式 KFA21-016SN03（30cm），KFA21-016SN05（50cm）


